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識
・
技術 の 普及にお い て ，服装 と色彩の 表現 も大切な要因 に成 りえた と考える．

［P−28］人工 共感覚 （数字に対する色イメ
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ジ）の記憶力に対する影響の定量的分析
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　世問 に は 文字 に 色 が 見え る 共感覚を もつ 人 々 が 存在す る．共感覚 の メ カ ニ ズ ム は未 だ に 解明 され て い な い が，共感

覚保持者は
一

般 の 人 々 よ りも記憶力が良い と い う先行研 究が ある．本研究で は，こ の 共感覚を非共感覚保持者 に 応用

し，記憶力 の 促進で の 可能性を実験 的に検討した．具体 的には，自作 した ソ フ トウ ェ ア を用 い ，数字に対する色 イ メ
ー

ジ （
“
人
．
1二共感覚

”
）を身に つ けさせ る 実験群 となに も施 さな い 統制群 にお い て，それぞれ 30桁，40桁，50桁の数字列

暗記実験 を行 い ，人工 共感覚が 記憶力促進 に有効で あ る かを検証 した．分析 の 結果，40桁 ，50桁 の 数字列で は統制群

と実験群 の 間 に有意差が認 め られ，数字列 の桁数に よ る 人 T一共感覚に お け る記憶力促進 へ の 影響 が見 られた．ま た，

数字 に 対す る色 イ メ
ージ にも部分 的 に傾向が み ら れ た．本研究に よ り，

tt
人 工 共感覚

”
と い う従来 と は 異 な る 視点 か

らの 共感覚の メ カ ニ ズ ム へ の ア プ ロ
ー

チや，新 しい 暗記方法の 提案が 期待さ れ る．

［P−29コ キ ャ ンセル

［P −30］眼球内迷光の波長依存性
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　眼球内迷光とは，眼球へ の 入射光が生成する光幕の こ とで あ り，視認性 の 低下や グ レア の 増加な ど様 々 な障害を生

じさせ る．もし，眼球内迷光の 正確な測定また は推定が可能な らば，眼 の 疾患 で ある白内障等の 早期発見に繋が り予

防医学的観点か ら重要 で ある．本研究で は，白色 お よ び有色 LED （Ap ＝630　nm ，533　nm ，444　 nm ）と視標を用 い た

心理物理学的手法に よ り迷光 の 量 を示す Straylight　parameters を測 定 し，眼球内迷光 の 波長依存性 を 調 査 す る．主

な被験者は 20代 の 日本人で あるが，数名の 高齢者及び タ イ人 の 被験者で も測定を行 っ た．実験 の 結果，全 て の 被験 者

に 共通 して ，青色 LED 光 に よ る Sしraylight 　paramctersは 他の 色光 よ りも高 い 値 を示 し．レ イ リ
ー

散乱 の 波長依 存性

を確認 した．また，高齢者 の Straylight　parameters は若年者 よ り も高 い 値 を示 した ．

［P−31］マ ル チス ペ ク トル プ ロ ジ ェ クタを用 い た色覚検査手法 の提案
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　本稿 で は，マ ル チ ス ペ ク トル プ ロ ジ ェ ク タ を用 い た色覚検査手法を提案す る，本研 究 の 色覚検査手法 は，従来利用

され て きた ア ノ マ ロ ス コ ープ の 原理 に基づ く．ア ノ マ ロ ス コ ープは．赤 と緑 の 光を混色 させ て 黄色 の 光 と等色 させ る

検査 で あ り，正確 な診断が可能で あ る が，手動で等色させ る た め ，検査時間を要する．本研究で は，我々 が開発 した マ

ル チ ス ペ ク トル プ ロ ジ ェ ク タ を用 い る こ と で，ア ノ マ ロ ス コ ープ の よ うな 正確な 診断を実現する，検査刺激 は，ア ノ

マ ロ ス コ ープ と 同様 に ，545nm の 緑光 と 665nm の 赤光 の 混色 を E側 に，590n【n の 黄光 の 単色 を下 側 に 呈示 し た 円 で

ある．本研究 で は，様々 な混色 レ ベ ル と単色レベ ル に よ る円刺激 を，マ ル チ ス ペ ク トル プ ロ ジ ェ ク タ に よ り 15個 同時

に 呈示す る ．被験者 は 呈示 され た 15 個 の 円か ら等色 し て 見え る 円を選択する こ とで ，色覚検査を行う．検証実験 の 結

果，提案 于法は色覚検査 と して 有用 で あ る 可能性が 示 され た，
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　現在，異 なる メ デ ィ ア 間の 測色値 を等 しくして も，実際 の 観測者 の 色の 見 えが必ず しも
一致 しな い こ と が報告 され

て い る．こ の 原 因の
一

つ と して ，測色値 に 用 い ら れ て い る 等色 関数 が 挙げ ら れ る ．我 々 は，こ れ まで に 簡易的 に 等色

関数 を 測定す る 実験装概 を提 案 し て きた が ，測定の 結果得 られ た 等色関数 の 妥当性 に 関す る 検証 は ま だ 行 わ れ て い な

い ．本研究 で は ，7 色 の 色票 と デ ィ ス プ レ イの 問 で 等色実験 を行 い ，測定され た個人 の 等色関数 の 妥当性 を検証 した．
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